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掛川市教育委員会定例会会議録
教育委員会事務局

会議の名称 平成25年９月掛川市教育委員会定例会

場 所 教育委員会室 作 成 者 教育委員会教育政策室 富田正昭

開 催 日 時 平成25年９月30日(月) 午後３時00分から午後４時45分まで

作 成 日 時 平成25年10月10日(木) 次回開催日 平成25年10月24日(木)

資 料 下記会議次第及び別紙添付資料のとおり

出 席 者
委員長 小野惠美子 学務課長 中根純一
委員長職務代理者 松下一徳 学校教育課長 佐藤嘉晃
教育委員 永田孝明 幼児教育課長 松浦 充
教育長 浅井正人 社会教育課長 松本一男
教育次長 平出行良 図書館長 大石弘美

教育政策室長 平野功一
教育政策室指導主事 豊田彰規
教育政策室教育企画係長 富田正昭
教育政策室教育企画係 片山能志晴

会議次第

１ 開会

２ ８月教育委員会定例会会議録の承認について

３ 教育長の報告

４ 協議事項

(1) 学校評議員の委嘱について

(2) 乳幼児センターすこやか幼稚園部外３園の平成26年度新入園児募集における

優先条件等について

(3) 掛川市青少年補導センター運営協議会委員の委嘱について

５ 報告事項

(1) 掛川市内小中学校のあらわれについて

(2) 全国学力・学習状況調査について

(3) 市内小学校陸上大会外４行事の教育委員の参加について

(4) 平成25年度東海大会・全国大会の結果報告について

(5) 掛川市立横須賀幼稚園研究発表会について

(6) 平成25年度全市一斉青少年育成環境美化活動報告について

(7) 「かけがわ図書館フェスティバル2013」について

(8) 松ヶ岡建造物調査の中間報告について

(9) 南部体育館の愛称募集について

(10)夏期屋外プール利用実績について

(11)「かけがわお茶の間宣言」策定状況について

(12) ９月議会報告について

６ その他

(1) 次回定例会の日程等について

７ 閉 会
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議決次第

(1) 学校評議員の委嘱について

学校教育課長から、学校評議員の委嘱について以下のとおり説明があった。

原谷小学校の学校評議員でありますが、５名のうち新任が１名、再任が４名であります。

大浜中学校の学校評議員でありますが、５名のうち新任が２名、再任が３名であります。

いずれの方々も信頼が厚く、適任者であります。以上審議をお願いします｡

特に意見はなく、承認された。

(2) 乳幼児センターすこやか幼稚園部外３園の平成26年度新入園児募集における優先条件等に

ついて

幼児教育課長から、乳幼児センターすこやか幼稚園部外３園の平成26年度新入園児募集

における優先条件等について以下のとおり説明があった。

乳幼児センターすこやか幼稚園部につきましては、対象が３歳児から５歳児までで､優先

地区が、西山口地区及び粟本地区であります｡入園の定員がオーバーした場合の抽選日及び

会場につきましては、10月23日､乳幼児センターすこやか幼稚園部であります。

さかがわ幼稚園につきましては、対象が３歳児から５歳児までで､優先地区が、東山地区

及び日坂地区並びに東山地区であります｡入園の定員がオーバーした場合の抽選日及び会場

につきましては、10月25日､さかがわ幼稚園であります。

三笠幼稚園につきましては、対象が３歳児から５歳児まででありますが､優先地区が、倉

真５、６区及び原泉地区であります｡入園の定員がオーバーした場合の抽選日及び会場につ

きましては、10月22日､三笠幼稚園であります。

佐束幼稚園につきましては、対象が３歳児から５歳児までで､細かい条件は資料のとおり

でありますが､優先地区が、佐束地区であります｡入園の定員がオーバーした場合の抽選日

及び会場につきましては、10月24日、佐束幼稚園であります。

特に意見はなく、承認された。

(3) 掛川市青少年補導センター運営協議会委員の委嘱について

社会教育課長から、掛川市青少年補導センター運営協議会委員の委嘱について以下のと

おり説明があった。

任期満了により、掛川市青少年補導センター規約第３条第３項の規定に基づき運営協議

会委員を委嘱するものであります。今回委嘱委員16人の内､充て職10人､選任補導員６人で、

この内再任が９人､新任が７人であります。以上審議をお願いします｡

特に意見はなく、承認された。

報告事項について

(1) 掛川市内小中学校のあらわれについて

学校教育課長から、掛川市内小中学校のあらわれについて以下のとおり説明があった。

最近のトピックでありますが、８月15日「終戦記念日」に、生涯学習センターで戦没者

追悼式が行われ、今年は子どもたちに戦争について考える機会となるよう、戦没者のひ孫

にあたる小中学生と一緒に、地域の子どもたちも参列して献花を行いました。８月３日、

４日に宮城県で開催された「第56回小学生・中学生全国空手道選手権大会」に出場した市
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内小学校５年生の大角さんが、３位入賞を果たし、教育長に報告がありました。８月30日

には、原野谷中学校で避難所体験防災訓練が行われました。同校は、広域避難所に指定さ

れていて､大規模な地震を想定し、生徒134人が避難者となり、避難訓練や三角巾の使い方

や米の炊き出しの配膳等を体験しました。

８月中の市内小中学校の交通事故、非行問題、不登校、いじめ問題につきまして、発生

件数等は､次のとおりです。交通事故４件、非行等問題行動４件、不登校児童数０人、いじ

め問題０件で､夏休み期間中で大きな問題となるトラブル等は発生しませんでした。

(2) 全国学力・学習状況調査について

学校教育課長から、掛川市の全国学力・学習状況調査について以下の説明があった。

毎年、12月に学力・学習状況調査の分析委員会で検討した結果をまとめて、市内小中学

校及び保護者、教育長に報告しています。今年度の市内小学生全国学力・学習状況調査の

結果でありますが、国語Ａにつきましては、県平均よりは上で、国平均よりは、若干下が

るものでありました。国語Ｂにつきましては、国県平均よりは下でありました。算数Ａに

つきましては、県平均よりは上で、国平均よりは、若干下がるものでありました。算数Ｂ

につきましては、国県平均よりは下でありました。

中学生につきましては、すべてにおいて国県平均より上でありました。特に、数学Ｂに

おいては、国県平均点よりかなり高い数値でありました。掛川市の中学生の学力の高い主

な要因としましては、予習復習をしっかりやる家庭学習の習慣が身についている点だと考

えます。

本日、学力向上本部会議を開催しまして、各学校及び市の分析を基に、来年度に向けて

どのような取組をしていくか話し合いが持たれます。分析委員会でまとめた結果をホーム

ページ等で公表し、今後どのようにしていくかの提言をしていきたいと考えています。

学力調査以外の生活習慣、学習環境等についてでありますが、国県に比べて、地域の行

事に参加する率が高い点が挙げられます。これは、学園化等による影響があると考えられ

ます。その他、規則を守る率や中学生がスマートホン等を約束を守って使用する率や自分

に良いところがあるといった自己肯定感が高いという率が高い面もあります。

教育委員：掛川市の全国学力・学習状況調査について、平均点が、小学生の時は低く、中学生に

なれば高くなる傾向がありますが、何か要因はありますか。

学校教育課長： 今回の小学生の国語に関しては、時間内でやりきれず、後半の問題にいくほど

無回答が多い傾向が見られます。理解力に欠けるのではなく、時間があって読み

込んでいけば、回答は可能であり、正答率も高くなっていくのではないかと考え

ます。中学校では、高校受験対策がしっかりできていて、できる問題から回答し

ていく等テクニックを身に着けていると考えます。小学生では、テスト対策をし

ていないことや、問題に慣れていないことが考えられます。今後は、分析委員会

等の検討も踏まえ、長文をしっかり読み込む力を身につけさせる等の対策が必要

だと思います。

教育委員： 先日、城北小学校の訪問をさせていただき、県教育委員会の方や校長先生と話を

する機会があり、思ったことや感じたことを述べさせていただきます。校長先生は、

学力検査の結果を踏まえ、今後は特に国語の速読を訓練し、短時間にものごとを理

解する力を身に着けさせたいと言われていました。私も同感であります。中学生の
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学力検査の平均点が高い要因は、中学生は高校受験を控え、塾に通ったりして受験

対策をしっかりしている点があると考えます。それに対し、小学生は受験がないの

であまり意識が薄く、テスト慣れしていないのではないかと思います。

掛川市の小学校は、２学期制が導入され、かつて３学期制の頃は、夏休みが始ま

る前に成績表を子供がもらってきたが、今はそれがなく、夏休みに入る前に何が足

りないのか把握できない面があり、何か目標を持つべきではないかと思います。菊

川市や御前崎市は、３学期制を採用しています。一長一短はあろうかと思いますが、

夏休みを有効に使う工夫が必要であると考えます。

教育委員： 成績表のことについて、現在、３段階評価であります。保護者には、理解しにく

い面があります。以前の５段階評価であれば、自分の子がどの程度の学力があるの

か把握でき、それなりに対策を立てられましたが、今は、それができないので、改

善なり、見直しの検討が必要であると考えます。

学校教育課長： 成績表の段階評価は、学校によって異なり、各学校の方針もありますので、それ

を踏まえ検討は、していきたいと思います。学力テストにつきましては、学力の一

部分であると考えますので、結果を踏まえ授業等の改善に活かしていきたいと思い

ます。

教育長 ： 掛川市としては、学力テストの点数にこだわらず、どこの力が弱いのか詳しく分

析をして、指導方法を改めたり、新しい方策を考えていきたいと思います。また、

各学校が積極的なプランを決めて計画的に進めていきたいと思います。小学校の国

語の問題では、後半に特に読解力が問われる問題が出題され、回答できない率が高

かったので、読み取る力や読書を重点的に取り組んでいきたい。また、以前からの

課題でありますが、定着度の低い子どもたちに手をかけていくべきであり、それに

は、人手がかかり、多額の予算が必要であります。

２学期制の問題では、十分議論をして導入をした訳でありますが、授業時間が20

時間増えた点や、夏休みに入る前に全学年三者面談をし、児童が取り組むべき課題

を指導するなど対策が図られています。それが、十分であるかは、検討する必要が

あります。

今の小学生は、評価される機会やテストを受ける機会が少ない傾向にあります。

他の市町村は、多くの機会を作っているのかわかりませんが、検討する必要はある

と思います。

教育委員長： 学力テストの点数に一喜一憂するのではなく、真の学力とは何か、また、学校教

育で身につけさせるものは何かを考える時期に来ていると思います。学力テストの

結果は、真摯に受け止める必要がありますが、点数だけが、学力ではないし、根本

的にどうしたらよいか考える必要があります。今までの分析の結果が活かされてい

ないのではないかと思います。ある学者の説によりますと、静岡県の小学生は、家

庭学習の時間が少ないと分析しています。家庭学習、早寝、早起き、手伝いなどの

習慣を身につけなければ、学力は伸びないと言われています。

中学生の学力テストの平均点数が高いのは、塾に頼る部分が大きいと言われてい

ます。それでは、高校生になってから影響が出てきます。センター試験の平均点が

低いのもその一例です。
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今後は、分析委員会で十分検討していただくとともに、家庭学習を充実させて頂

き、学力の向上に努めていただきたいと思います。

(3) 市内小学校陸上大会外４行事の教育委員の参加について

学校教育課長から、市内小学校陸上大会・キラリふれあいコンサート・指定研究校発表会

について、説明があり、教育委員が出席する日程調整をした。

(4) 平成25年度東海大会・全国大会の結果報告について

学校教育課長から、平成25年度東海大会・全国大会の結果報告について以下の説明があっ

た。

栄川中学校の松浦さんが、８月８日に行われた東海中学校総合体育大会水泳100ｍ背泳ぎ

の部において２位入賞を果たしました。また、桜が丘中学校の眞田さんが、８月10日に行わ

れた東海中学校総合体育大会陸上長距離1500ｍの部において４位入賞を果たしました。また、

大須賀中学校女子剣道部が、８月17日から19日に行われた全国中学剣道大会に出場し、惜し

くも予選で敗退しました。女子個人戦では、河上さんが４回戦まで進出しました。

(5) 掛川市立横須賀幼稚園研究発表会について

幼児教育課長から、横須賀幼稚園研究発表について以下の説明があった。

横須賀幼稚園につきましては、平成24・25年度の市の研究指定を受けています。この度11

月19日に横須賀幼稚園において、研究発表会を開催しますので、保育園長、幼稚園長をはじ

め小中学校長等関係の方々にご案内を申し上げるものであります。また、当日午前中に園児

による公開避難訓練を計画していますので、参加可能である方は、研究発表会参加申込書に

記入していただき、横須賀幼稚園に提出をお願いします。

(6) 平成25年度全市一斉青少年育成環境美化活動報告について

社会教育課長から、全市一斉青少年育成環境美化活動について以下の報告があった。

青少年育成環境美化活動につきましては、市の区長会連合会の協力により、８月４日に実

施をしまして、全体では26,486人の参加があり、その内小学生が5,145人、中学生が2,714人

でありました。主な活動内容につきましては、公会堂、ゴミ集積所の清掃、通学路や公園等

でのゴミ拾い作業等を行いました。感想としましては、暑い中、子どもから大人までみんな

協力し、交流が図られ、大変有意義であった等がありました。一方課題としましては、中学

生が部活の大会等で欠席者があり、開催時期を検討する必要がある等がありました。

(7) 「かけがわ図書館フェスティバル2013」について

図書館長から、「かけがわ図書館フェスティバル2013」について以下の報告があった。

本年度の 図書館フェスティバルにつきましては、10月26日から11月3日まで中央図書館､

大東､大須賀各図書館でそれぞれ手作りのイベントが開催されます。10月26日の中央図書館

でのオープニングでは､甲斐信枝さんによる講演会が、「かがくえほんができるまで」をテ

ーマに行われます｡また中央図書館において10月19日から11月3日までは、浮世絵と文学に描

かれた東海道（掛川・日坂宿など）の展示を行います。内容は、主に浮世絵や文学などに描

かれた当時の風景と現在を写真などにより展示するものであります。

(8) 松ヶ岡建造物調査の中間報告について

社会教育課長から、松ヶ岡建造物調査について以下の中間報告があった。
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松ヶ岡の文化財的建造物調査を東京芸術大学に委託して、８月21日から３日間、集中的に

主な建物の調査を行いました。その結果、９月15日の新聞の朝刊にも掲載されましたように

主屋から建築当時の棟札が発見され、建築年が安政３年、西暦1856年であることが確認され

ました。また建物は、質の高い木材と技術によって建てられている特徴と評価の報告をいた

だきました。

(9) 南部体育館の愛称募集について

社会教育課長から、仮称南部体育館の愛称募集について以下の報告があった。

南部体育館の愛称については、８月１日から1ヶ月間募集しました。市民からの応募総数

は、639件ありまして、大変感謝しております。内訳は、高校生以上・一般が、147件、小・

中学生が、492件ありました。愛称決定までの方法は、教育関係者やスポーツ関係、自治会

区長等20名で構成される選考委員により、10月中に第一次、第二次の選考会を経て決定する

計画であります。採用作品は、報道機関へ公表するとともに広報かけがわ及び掛川市ホーム

ページへ掲載予定であります。また、開館記念式典で表彰したいと考えております。

(10)夏期屋外プール利用実績について

社会教育課長から、夏期屋外プール利用実績について以下の報告があった。

市内の屋外プールは、３箇所あり、安養寺運動公園プールにつきましては、稼働日数は昨

年と同じ47日間で、利用者数は17,117人で昨年より1,420人の増。大東総合運動場プールに

つきましては、稼働日数が、昨年より4日間多い37日間で、利用者数は5,461人で昨年より40

3人の増。大須賀海洋センタープールにつきましては、稼働日数は昨年より7日間多い37日間

で、利用者数は1,301人で昨年より228人の増でありました。全体的には、35度以上の猛暑日

が続いたこと等の要因により昨年を上回る入場者数がありました。

(11)「かけがわお茶の間宣言」策定状況について

教育政策室指導主事から、「かけがわお茶の間宣言」策定状況について以下の報告があっ

た。

策定の経過でありますが、６月３日から7月31日の約2ヶ月間「私の描くお茶の間像」の募

集をした結果、4,234人もの多くの募集があり、感謝申し上げます。８月９日に第１回策定

委員会を開催し、お茶の間宣言前文の検討及び条文の選考を行いました。９月９日に第２回

策定委員会を開催し、お茶の間宣言前文、レイアウトの検討及び条文の選考を行いました。

今後の予定としましては、10月15日に第３回策定委員会を開催し、「お茶の間宣言

(案）」を検討し、11月16日の「かけがわ教育の日」に「お茶の間宣言（案）」を発表する

予定であります。さらに、翌年１月12日の「成人式」に「お茶の間宣言」を披露する予定で

あります。

(12) ９月議会報告について

教育次長から、９月議会について以下の報告があった。

９月市議会定例会において、議員からの一般質問の要旨を申し上げます。11人の議員か

ら質問がありまして、その内６人が教育委員会に関係する質問でありました。桒原議員に

つきましては、大項目として小中2学期制の成果と今後の教育方針についての質問があり、

小項目として全国学力テストの結果が発表され、当市の学力評価や、学力向上策について

質問がありました。大場議員につきましては、大項目として耕作放棄地解消への取り組み

についての質問があり、小項目として学校給食への掛川産農産物の活用について質問があ
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りました。掛川市につきましては、地場産の活用率が例年目標とする50％を超えていまし

て、国、県の平均値を上回っています。小沼議員につきましては、大項目として待機児童

ゼロ政策についての質問があり、小項目として平成26年度待機児童解消対策等について質

問がありました。野口議員につきましては、大項目として学校や地域･家庭での「教育に対

する力点｣についての質問があり、小項目として９つの中学校区における学園化の進捗状況

と今後の展望等について質問がありました。渡邊議員につきましては、大項目として子育

て支援・小中学校教育の充実についての質問があり、小項目として「学校図書館図書整備

５カ年計画」の進捗状況や、子どもの「読み取りの力」対策、給食調理場のセンター化の

メリットとデメリットについて、校舎の暑さ対策等について質問がありました。窪野議員

につきましては、大項目として健康医療日本一のまちづくりについての質問があり、小項

目として子どもたちに、緑茶の効能学習や飲む習慣を身につける機会を、教育現場で増や

せないかとの質問がありました。

その他

(1）次回定例会等の日程等について

➀１０月定例会

日 時: １０月２４日(木) 午後１時３０分～

開催場所: 市役所南館 教育委員会室

②「人づくり構想かけがわ」推進本部会議

日 時: １０月２４日(木) 午後３時３０分～

開催場所: 市役所５階庁議室

③「かけがわ教育の日」

日 時: １１月１６日(土) 午前９時００分～

開催場所: 生涯学習センター

④１１月定例会

日 時: １１月２７日(水) 午後１時３０分～

開催場所: 東京女子医大大東キャンパス

⑤１２月定例会

日 時: １２月２６日(木) 午後１時３０分～

開催場所: 掛川市南消防署会議室


